青山荘　　フェイスシート

平成23年　2月　7日（月）　担当：木村　春子　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　山田　吉夫　　様　　　　　男・女　　　　昭和27年6月12日生（58歳）

	
	〒039-0832　八戸市田面木字赤坂35-35　　　　　　　　　　電話　0178-27-6638

	
	病　　名
	神経症性抑うつ状態
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	平成17年9月（53歳）頃
	罹 患 期 間
	4年2ヶ月

	
	入院回数
	　　　　　3回
	延べ入院年数
	約1年4ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　安々平Dr）
	外来受診日
	毎週木曜日（週1回）

	医療区分
	生活保護
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	0円
	　　有・無（2級）

	経済状況
	生活保護
	8.3万円位

	
	その他
	年金受給に関して調査中→市民Ｈｐ前担当医が診断書を作成しないとの事

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青山荘　6月よりデイケア利用（月・水・金）

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	Ｈ　21年　10月　23日
	身長
	156cm
	体重
	64㎏

	最終学歴
	名久井第一中学校卒業
	免許・資格
	自動車運転免許（H21年6月で失効）、その他土木系の資格を多数取得。

	職　歴
	洋服の仕立て、土木作業員
	

	保　護　者
	氏　名　黒丸　京子　様　　　　　　　　　続柄　次姉　　　（同居　・否）

	入所目的

・一人で安心して暮らせるようになる。

	入院・治療歴　初診日

１.H17年12月～H17年12月　　　　　　　 外来　　　　　八戸市立市民病院（精神神経科）

２.H19年5月～H19年12月　　　　　　　　外来　　　　　八戸市立市民病院（精神神経科）

３.H20年1月～H20年2月 　　　　　　　　入院　　　　　八戸市立市民病院（精神神経科）

４.H20年2月～H20年3月　　 　　　　　　入院　　　　　八戸市立市民病院（精神神経科）

５.H20年3月～H20年5月　　　　　　　　 外来　　　　　八戸市立市民病院（精神神経科）

６.H20年9月～H21年10月　　　　　　　　入院　　　　　八戸市立市民病院（精神神経科）

７.H21年10月～現在　　　　　　　　　　  外来　　　　　青南病院

	生活歴　

旧名川町にて、同胞5名第5子として出生。母親が再婚した地元の中学を卒業後、上京して、祖母の手伝いをする為縫製工場に2年間従事する。以降、八戸市に在住していた兄弟を頼って本人も移住。洋服の仕立ての仕事を7年間住み込みで行い、その後6年間アパートを借りて単身生活をしていた。その後は、土木作業員（約20年）として従事していたが、平成17年3月で会社が倒産したことで失業。失業後、市内に在む姉（特に長姉）が本人の経済的な保障の確保や日常生活の支援、手続き上の保証人等を行い支援していた。

平成17年9月より経済的な理由から、気分の落ち込み・食事摂取量の低下が目立つようになる。また、身辺保清が保てず、周囲が援助を行うが本人には変化が見られず、同年11月26日坂本内科クリニック受診。上上記状態は持続しており、平成17年12月21日食事と内服の確認のために坂本クリニックへ入院（～平成18年1月20日）。入院後も抑うつ状態が持続しており、専門医の診察が必要と判断され、平成17年12月22日八戸市立市民病院精神神経科を受診。服薬調整等はなく、経過観察となっていた。平成18年1月20日坂本クリニック退院後、同院への通院を継続していたが、平成19年4月から服薬を中断。徐々に自宅に閉じこもるようになり、平成19年5月15日八戸市立市民病院精神神経科を受診。以後も上記状態が続いており、平成19年6月1日坂本内科クリニックへ2回目の入院（～平成19年7月19日）。入院中は、自殺企図などの危険な行動はなかったが、突然離院して家族が本人を捜索したことがあった。坂本クリニック退院後は八戸市立市民病院精神神経科への外来通院・服薬を継続。デイケアを導入するが対人関係がうまくいかず長続きしなかった。自宅では無為に過ごしており、徐々に生活リズムが崩れ、抑うつ状態が再燃したことから、平成20年1月21日八戸市立市民病院精神神経科へ入院（～平成20年2月16日）。入院中に無断離院をしたため、強制退院となる。退院となったものの、病状の不安定さは持続しており、生活が維持できる状態ではなかったため、平成20年2月19日同院へ2回目の入院となる（～平成20年3月26日）。退院後は同院への外来通院を継続しながらアパートで単身生活をしていたが、次第に自閉的な生活を送るようになり、食事もとらず、部屋も乱雑な状態となり、八戸市立市民病院職員介入により、平成20年9月4日同院3回目の入院（～平成21年10月23日）。平成21年8月より地域移行支援事業を利用し、生活訓練施設「青山荘」への入所準備が整い、平成21年10月23日八戸市立市民病院を退院し、青山荘へ入所となる。
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	次姉様

現在のキーパーソン。水産加工工場（マルヨ）へ勤務しており、なかなか休みが取れないが、スケジュールがあえば協力を得られる。障害や疾病の理解はあるが、本人に対して保護的な面もある。娘夫婦と同居している。現在は本人の生活状態が青山荘に入所して、安定している事もあり、１ヵ月に１回程度の面会があり、衣類やおやつ等の差し入れをしてくれている。

長姉様

失業後、本人の経済的な保障の確保や日常生活の支援、手続き上の保証人等を行っていた。情緒不安定になりやすく、市民病院精神神経科へ通院中。さらにその娘様も同様で、多くの協力は望めない。


平成23年　2月　7日（月）

	氏　名
	   山田　吉夫　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　27　年　6月　12日（　58歳）

	長期目標（中期・短期）

	長期目標：生活リズムの確立・金銭管理を身につけ、一人で生活できるようになる。

短期目標：怪我の治療と金銭管理が出来るようになる。

	これまでの経過（前回10月18日）

	＜前回の問題点として＞

①金銭管理について

・生活保護受給額（9.2万円）の有効利用を具体的に考え退所後の生活もイメージし介入する。毎月の小遣いを決めた金額でやり繰り出来るように無駄遣いをしないで計画的に使用する事が出来る。小遣い帳の使用。定期的にチェックを行う。

・小遣い帳の記入をきちんと行い、生活費についても、本人が現状を把握できるように話し合う。

※デイケアへ参加時（水・金）は、昼食代として500円を渡し、残りの300円は小遣いとしている。

②日中活動と対人交流

・デイケア利用日は水曜日、金曜日の週2回。通所プログラムに慣れる事を目標に参加している。できた事の内容を確認して評価していく。

・休日は他者とWiiのゲーム、ボーリングを行い楽しみながら交流しストレス発散の場になるよう設定する。

・自己中心的な考えが強く、対人交流が苦手である為、他者との結び付けを図る。

・調理教室等では責任を持って行動出来ている為、評価していく。

③保清指導

・毎日、日課表のチェックを行い、保清指導を継続。

・入浴・洗濯・掃除は強い声かけをしないと、自ら出来ない為、介入しながら一緒に行う。

＜最近の様子＞

入所後1年3ヵ月経過し、青山荘での生活も慣れてきて、生活リズムも確立してきている。金銭管理では10日で3,000円と決め、自らATMにて引き落とし小遣いとしている。

日中活動の拡大を図り、デイケア通所を11月から週3回に増やしている。その日の気分に、むらがあり、行ける時と行けない時があると話されている。11月の出席率54％、12月64％、1月46％となっている。

12/20デイケアは休むと担当職員に連絡して、街まで外出している。ボーリングがしたかったとのことで、ゆりの木ボールで1ゲームだけ楽しんできたとの事。昔働いていた頃にマイボールやシューズをはいて閉店まで楽しんだ事が思いだされたと高揚した表情で、思い出話しを語る。その後も数回一人でボーリングに行かれる。

1/25新規入所予定者あり、一階の居室（102号）から二階の（208号）へ移動している。部屋移動については本人も了承しており、引越しもスムーズに行う。二階からの景色と周りの騒音がないことで「ゆっくりと過ごせます」と表情・機嫌も良好。部屋にはアパートから引き払ってきた宗教の道具があり、これは両親が信仰していたものだと教えてくれる。本人は全く興味がないとのこと。最近では自分からゲームを行い、他者も誘って一緒に楽しまれている。しかし、生保にて眼鏡レンズを作る事になっていたが、許可が下りるのに時間がかかり、市役所に対して被害的な発言も聞かれるようになり、デイケアに行きたくないと拒否的な発言がある。自らデイケアに欠席する旨伝えに行く。その際に「デイケアにはもう来ませんから、名前を消してください」と話したとの事。本人に理由を尋ねると、「デイケアに行く意味がない、必要ない、苦痛である。青山荘も早く出たい」等と話すことがあった。その後、生活福祉課から、眼鏡レンズの保護決定通知書が届き、通知が来た事で笑顔も見られ、1/31のデイケアには一週間ぶりに通所する事が出来ていた。

2/1　19：20本人より、今日9時過ぎ、よこまちストア隣接のＡＴＭに行く際、坂道でころんだと報告あり。左ひじ関節部分から上腕部分の打撲みられ急遽整骨院を受診。全治1ヵ月程度と診断を受けている。2/2　奥寺整形外科をスタッフ同行で受診。レントゲンを撮るが骨折、脱臼の所見はない。湿布にて処置する。日常生活には支障ない程度に、多少痛みがあっても、なるべく動かすようにと説明を受ける。2/4　八戸市福祉事務所より、2/1受診したやわら整骨院が生保対象の医療機関として登録となる為、治療代として支払った金額分返金されるとの連絡がある。継続通院も可能とのことで、次回からバス利用にて単独通院できるよう、バス路線、停車場確認している。受診では、患部を温め、電気マッサージを行う。毎日通院したほうが回復も早いとの事から、受診継続して行くこととしていた。2/5　左肘治療の為やわら整骨院受診で外出、湿布と電気治療を受ける。外出したまま19：30帰荘。整骨院治療後、徒歩で本八戸駅経由、市役所、チーノゲームセンターでコインゲームを（￥3,000）遊んだ。早めに帰荘しなかったことについて、コインがなくなったら気が落ち込んで、何もやる気がなくなってとしばらく店内に居た事を話す。帰荘時間を明確して行動、治療に専念するよう注意をする。私が悪いんですどうしょうもないなと言い訳を言う。



	問題点
	介入方法
	支援期間

	①怪我の治療。
	・バス利用にて単独通院できるよう、バス路線、停車場確認している。受診では、患部を温め、電気マッサージを行う。毎日通院したほうが回復も早いとの事から、受診継続して行くこととしている。

→単独で外出する際、ゲームセンターで遊んでくる事あり、帰荘時間を明確して行動、治療に専念するよう注意をする。


	1ヶ月

	②金銭管理について

　（継続）


	・生活保護受給額（9.2万円）で、決めた金額でやり繰り出来るように、無駄遣いをしないで計画的に使用する事が出来る。

→10日で3,000円、毎月10,000円程度を、ATMにて引き出している。その他シャンプーや洗剤などの日用品がなくなった場合には、必要な分のお金を渡している。

　小遣い帳を記入して頂き、定期的にチェックを行う。

・ボーリングに行く時には、前もって話してもらい、

ゲーム代と昼食代で2,000円を渡している。

・小遣い帳の記入をきちんと行い、生活費についても、本人が現状を把握できるように話し合う。


	2ヶ月

	③デイケアに通所出来る。

（日中活動と対人交流）


	・デイケア利用日は月・水・金の週3回となっているが、怪我の治療がある為、通所できる時には行く様にする。

→出来た事の内容を確認して評価していく。

・日中活動と対人交流

→最近では自ら他者とWiiのゲーム、ボーリングを行い交流出来てきているので、継続して出来るように介入していく。

・部屋に篭っている時。

→訪室し、散歩や買い物をすすめる。

話し相手になる。


	2ヶ月


プラン計画者　氏名：　木村春子

修正プラン実施評価日： 　平成23年　2月　7日（月）　青山荘地域交流活動室
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